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【お知らせ・お願い】 
○日頃より、生徒会アルミ缶回収にご理解とご協力をいただきありがとうございます。このところ、洗っていない
アルミ缶や回収できないスチール缶が混ざっていることが何度かありました。暑い中生徒が分別の作業をしてい
る中、害虫が集まってくるなど困惑しております。洗ってあるアルミ缶のみの回収となりますので、ご理解の上
お持ちくださいますよう、改めてお願いします。 

○８月２２日（金）に職員研修を行いました。午前は救命救急講習として、ＡＥＤの使い方 
や食物アレルギーへの対応を学びました。午後は５月にもお越しいただいた武重朋子先生 
に、学びのユニバーサルデザインについてお話しいただき、個別最適な学びの在り方につ 
いて学びました。 

２学期始業式 校長講話「夢や志を持ちましょう」 
 
この夏休み中、８月２日に２回目の宇宙へ旅だった、宇宙飛行士の油井亀美也さんの話です。 
油井さんは、長野県の川上村出身で、我々の地元佐久の方です。油井さんは、子どもの頃からこの星空にあこが

れ、小学校の卒業文集に「火星に行く」と書き、将来の夢は天文学者か宇宙飛行士、空を飛ぶ仕事をしたいと思っ
ていたそうです。小さい頃は、いろいろなことに興味を示す子どもで、魚釣り、囲碁、麻雀、将棋など興味のある
ことは何でもやったそうです。亀のようにおっとりして、野材嫌いもあり、給食を２時間かけて食べていたそうで
す。ゲームが大好きなど、決して子どもの頃から優等生でスーパーマンではなかったようです。 
油井さんは、野沢北高校を卒業後、防衛大学校に進みますが、大学で学校をやめてしまおうと考えたそうです。

そんなとき、同部屋だった先輩に叱れらたことは、「何をしたらいいかわからない時は、今やるべきことを頑張れ。
そうすればお前の知らない所で将来の道が広がっていく」というものでした。その言葉に勇気をもらった油井さん
は、目の前にある学校の勉強を夢中で頑張り、その後航空自衛隊に入隊。戦闘機のパイロットになり、パイロット
の中でも５００人に 1人しかなれないような「テストパイロット」となっていきます。 
３９歳のテストパイロットだった油井さんが、宇宙飛行士を目指した理由は、①「地球をもっと広い視野で見た

い」という純粋な探究心②子供の頃から「空や宇宙が好きだった」③航空自衛隊での経験から、国を超えて協力す
ることの大切さだそうです。目の前にある勉強にがむしゃらに打ち込み、情熱を持って努力を重ね、念願の宇宙飛
行士になったのです。 
油井さんは「私が成果を出すことで、日本に希望を与えたい」とその情熱を語っています。また、「写真などを通

じて、防災や災害復興に関わるメッセージを送りたい」と意気込みを語っています。さらに、宇宙飛行士の仕事は
“かっこいい”イメージだけでなく、地道な作業や世界中のクルーとの協力、トラブル時の冷静な対応など、まさ
に「縁の下の力持ち」「宇宙はみんなで支え合う場所」と繰り返し語っています。これらの言葉は、１学期に私が話
をした、「自分で」「みんなで」「世界の中で」にもつながる言葉だと思います。 
また、こんなことも話しています。「宇宙を目指す人も、そうでない人も、“あきらめず挑戦し続けること”が大

切」と何度も発信しています。「私も昔は宇宙なんて夢のまた夢だと思っていました。でも、やりたいことに一歩踏
み出すことで、道が開けると信じています」とも語っています。 
さらに、子どもたちへのメッセージとして、①今やらなきゃいけないことをがんばること。②手伝いは自分から 

進んですること。「特に手伝いは、家族はチームですから、そこで誰が何をやってほしいかというのをすぐに察知し
て自分から進んでやるというのが宇宙飛行士にとって非常に重要な素質なんですよね」と語っています。 
中学生期は、義務教育が終わり、それぞれの道へ歩み出す時です。夢や志を持って取り組めることが、とても大

切ですし、自分が納得した人生を歩むことにもつながります。しかし、簡単に夢や志と言いましたが、必ず壁にぶ
つかりますし、まだ見つからないという人もたくさんいることと思 
います。そんなときは、今、目の前にある自分がしなければならな 
いことを全力でやり抜くことが、最も夢の実現に近いということを 
おしえてくれています。 
２学期は、各教科の学習はもとより、個人の探究学習が本格的に 

なると思います。また、おもだか祭、生徒会活動、部活動など、ま 
わりの人と協力して取り組むことがたくさんあります。そんな経験 
をする中で、自分と向き合って、自分の将来や進路を考え、夢や志 
が持てるようになると素晴らしいですね。 
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☆９月までの主な予定☆ 

中体連新人大会 東信水泳（８月３１日）       防災訓練（９月第１週） 
ＰＴＡ作業（９月６日）               中体連新人大会 東北信陸上（９月２３日） 
学芸祭（９月２５日、２６日） 

 



 

  
 

 

 

北信越大会 （個人名は掲載しません）

【陸上競技】
女子共通１００ｍＨ ★ 優勝
女子共通４×１００ｍ ★ ３位
女子共通走高跳 ８位
男子共通１１０ｍＨ 予選惜敗
男子共通四種競技 ★ ６位
男子共通４×１００ｍ ★ 予選惜敗
【男子バレー】

対　庄川中・平中（富山） ２ － ０ 勝利
対　至民中（福井） ２ － １ 勝利
対　新井中（新潟） ２ － １ 勝利
対　光野中（石川） ０ － ２ 惜敗

【卓球】
＜女子団体戦＞
対　新井中（新潟） ３ － ２ 勝利
対　小杉中（富山） ３ － ２ 勝利
対　粟野中（福井） ３ － １ 勝利

佐久穂中 ０ － ３ 惜敗
【柔道】

［旭日柔道場］
＜男子団体戦＞
対　藤見中（石川） ４ － ０ 勝利
対　福井工大福井中（福井） ２ － ３ 惜敗
＜男子個人戦＞
７３ｋｇ級 優勝
９０ｋｇ超級 優勝

★は軽井沢A&AC

[NEXWAY SC BOARS（南信）] ２位　全国大会出場

ベスト８

優勝　県大会出場

２名が優勝

予選リーグ１位通過
 

全国大会 （個人名は掲載しません）

【陸上競技】

女子共通４×１００ｍ ４位
女子共通１００ｍＨ 予選惜敗
【男子バレー】

対　高川学園中（山口） ０ － ２ 惜敗
対　西原中（沖縄） ２ － １ 勝利

対　ＡＢＧＩＳ（千葉） １ － ２ 惜敗
【柔道】

［旭日柔道場］
９０ｋｇ超級 ベスト８

【合唱】
金賞

奨励賞
銀賞

[NEXWAY SC BOARS（南信）] 惜敗

グループステージ通過

ＮＨＫ全国学校音楽コンクール長野県大会
ＮＨＫ全国学校音楽コンクール東信地区大会

長野県合唱コンクール県大会

[軽井沢A&AC]

夏休み中に、中体連主催の北信越大会、全国大会が行われました。選手たちは各地から集まった強豪を相手に、怯む
ことなく立ち向かって健闘しました。合唱部の皆さんは各種コンクールで少人数ながらも歌声をホールに響かせまし
た。それぞれの結果は以下の通りです。 

 

※同窓会より応援の横断幕を作っていただきました。 

  本校の最大行事である学芸祭を２日の日程で開催します。今年から学校のシンボルである花の名前を取り
「おもだか祭」と銘打って行うこととなりました。生徒たちは夏休みの期間も使って準備を進めており、２学
期に入ってからは歌声が学校中に響いております。 
今年度より、部活動の地域移行を見据えて等の理由から、例年と異なり木曜日と金曜日に行うこととしまし

た。保護者や地域の方にもおいでいただき、生徒達の学習の成果をご覧いただければと思います。保護者の方
には生徒を通して別にご案内を配布しますので、そちらも併せてご覧ください。何点かお願いをします。 
＜ステージ発表について＞ 
 体育館への入場については制限を設けませんが、収容人数の都合で発表者の保護者の皆様を中心にご覧いた
だけたらと考えています。ご協力をよろしくお願いします。音楽会は発表学年の保護者のみとなりますので、
ご了承ください。 
＜その他＞ 
・駐車場は校庭および校舎周辺を予定しておりますが、雨天時は校庭は使用できませんのでご了承ください。 
・生徒の発表の撮影は可としますが、ＳＮＳやブログ等を用いてのネット配信、画像の流布は禁止します。 
・おもだか祭前に学年ごとに合唱の中間発表会を行いますが、保護者の方の観覧はできません。 

 ７月２４日（木）、２５日（金）に
行われました。メインの乗鞍岳登山
は残念ながら雷雲が近くで発生し
たことにより取りやめとなってし
まいましたが、大きく体調を崩す生
徒もおらず、上高地の散策や奥飛騨
鍾乳洞の見学などを通して、友情を
深め集団として一回り成長するこ
とができました。 

 

 

 

  
出発式 いい天気です 奥飛騨鍾乳洞にて 

ホテルにて夕食 河童橋をバックに 大正池のほとりで 


